
DV Mixer2ファーストステップガイドまずは使ってみましょう

ここではDV Mixer2を、起動してからチャンネルの選択、テロップの作成、そして放送(エンコード)するまでの一連の流れを簡単にまとめてあります。
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①DV Mixer2を起動する

デスクトップ上の「DV Mixer2」
をダブルクリックしてプログラ
ムを起動します。

④動画エンコード

【スタンバイ】ボタンをクリックすると、【動画エンコード中】ボ
タンに切り替わり、オンエア画面の映像と、音声のエンコードが開

（オンエア画面は実際の放送画面とは異なります

③テロップの作成

オンエア画面に表示するテロップの作成が行えます。

②チャンネルの設定

オンエア設定画面の、
【テロップＯＮ】ボタンをクリック

すると、【TELOP PREVIEW】に表示

されているテロップが、オンエアに

表示されます。エフェクトを設定し

ていれば、テロップ表示時に効果付

きで表示します。

NEXT/BACKボタンで1つ後、前のテ

ロップを順次表示します。

DV Mixer2にはあらかじめいくつかのテロップが「定型」して保存してあります。

クリックすると作成プレビュー画面に表示され文字の差し替えが行えます。

文字の入力すると、定型の文字が変更されます。

フォントの種類や、サイズを設定します。

文字の色や、エッジ（縁）の色・太さ、影などの設定を行います。

【確定】ボタンを押すと、作成したテロップが「テロッププレビュー」エリアに

表示されます。これで、テロップ表示の準備ができました。

【オンエア設定】画
面のチャンネル1,2,3
ボタンをクリックす
ると、それぞれのチ
ャンネルに設定した
カメラや動画ファイ
ルの映像をオンエア
画面に表示すること
ができます。カメラ
が1台の場合は常に「
チャンネル1」に設定
しましょう。

チャンネルの設定を行います。チャンネルに放送するビデオとオーディオを設
定します。チャンネル1と2はビデオカメラのチャンネル3は動画ファイル選択
します。

カメラが2台接続されている場
合には、カメラやマイクがあ
れば、チャンネル2に「ビデオ
」と「オーディオ」を設定し
ます。カメラが1台の場合は設
定する必要はありません。

プルダウン「▼」をクリックして、入力するビデオと
オーディオを選択します。
通常チャンネル1では
ビデオを【Deaklink Video Capture】に、
オーディオを【Deaklink Audio Capture】に設定します

クリックすると動画
ファイルを選択
できます。

クリックするとそれぞれのビデオ
・オーディオの設定画面が立ち上
がります。設定の変更が必要な場
合は、ここから行います。

セットした動画の再生、早送
り巻き戻し、1回のみの再生か
繰り返して再生するか?を選択
できます。

選択したビデオ映像が
プレビュー表示されています
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TelopCanvasが起動され、
テロップ編集が行えます。

作成したテロップを、
ファイル保存できます。

ファイルをダブルクリックする
と、【TELOP PREVIEW】に反
映させ、編集することなくテロ
ップをオンエアすることができ
ます。放送前にテロップを作成
・保存し、放送時には作成した
テロップを表示するだけの時は
ダブルクリックが便利です。

最新の状態に更新

参照（フォルダ
の変更）

編集中のテロップ 実際に放送されるテロップ

⑤出力設定

エンコードされるデータの出力設定を行いたい場合は、ファイルメ
ニューから、【出力設定】を開きます。

※１度設定すると情報が保持されますので、変更がない場合は設定の必要はありません

ポート名を設定します

エンコードされたデータの保存先
とファイル名を設定します。

エンコードされるデータ
のサイズを設定します。

クリックで切り替え

テロップ作成エリア オンエア
設定エリア

チャンネル
設定エリア

！ さらに

チャンネルボタンで、映像や
音声の切替ができます。

映像と音声の
チャンネルを
連動して切り
替えるか、そ
れぞれ別に切
り替えるかを
変更できます

切替時の効果を変更できます。

切替時の効果を変更できます。

1つ後/前のテロップを表示しま
す。

テロップ表示時の効果を変更で
きます。


